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国立沖縄青少年交流の家

● 幼稚園教諭、保育士、保育教諭、またはそれを目指す方
● 教育保育関係者、小学校教諭及び保護者
● 幼児期の体験活動に興味のある方
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【話題提供者】
　中城村吉の浦保育所 保育士

　学校法人 胡屋バプテスト学園
　愛星幼稚園 教諭

　八重瀬町立東風平幼稚園 園長 兼
　東風平小学校 校長

　豊見城市福祉健康部保育幼稚園課
　参事
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　沖縄キリスト教短期大学保育科
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「幼児教育と小学校教育の接続の進め方
　　　　　　 －新しい要領・指針の考え方から－」
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【お問合せ・申込み】国立沖縄青少年交流の家（沖縄県体験の風をおこそう運動推進協議会事務局）
〒901-3595 沖縄県島尻郡渡嘉敷村字渡嘉敷 2760 / TEL：098-987-2306 / FAX：098-987-2318　
E-mail : okinawa@niye.go.jp　URL  http://okinawa.niye.go.jp/
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【主　催】　沖縄県体験の風をおこそう運動推進協議会 ／ 独立行政法人 国立青少年教育振興機構 国立沖縄青少年交流の家 ／   
　　　　　沖縄キリスト教短期大学

【主　管】　沖縄県体験の風をおこそう運動推進協議会事務局（国立沖縄青少年交流の家）
【後　援】　沖縄県 ／ 沖縄県教育委員会 ／ 沖縄県公立幼稚園・こども園会 ／ 沖縄県私立幼稚園連合会 ／ 一般社団法人沖縄県私立保育園連盟 ／
 　日本保育協会沖縄県支部／沖縄県保育士会／沖縄県認可外保育園連絡協議会／一般社団法人全国認定こども園連絡協議会／
 　特定非営利活動法人全国認定こども園協会沖縄県支部 ／ 沖縄地区青少年教育施設連絡協議会 ／ 渡嘉敷村 ／ 西原町 ／ 豊見城市
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平成31年1/19（土）
9：00～12：15 （受付8：30）

沖縄キリスト教短期大学 
体育館
沖縄キリスト教短期大学 
体育館

平成30年度  地域ぐるみで「体験の風をおこそう」運動 in 沖縄

「幼児期から充実した体験活動を ～これからの教育・保育～」

定 員定 員

名名2００2００

　このフォーラムは、子供達の体験の機会や場の拡充など、
体験活動の推進についての社会的機運の醸成を図る「体験の
風をおこそう」運動の一環として開催するものです。

フォーラム内容フォーラム内容

入場
無料

【経歴】
　東京大学教育学部卒業、東京大学教育学研究科博士課程中退
　東京大学新聞研究所助手、聖心女子大学助教授、お茶の水女子大学教授など
　を経て、現職社会的活動 元・日本質的心理学会理事長、元・日本発達心理
　学会理事長、保育教諭養成課程研究会理事長、中央教育審議会委員、内閣府
　子ども・子育て会議会長、国立教育政策研究所上級フェローなど。

【主な著書】
　「幼児教育のデザイン」（東京大学出版会）
　「3法令ガイドブック」（共著、フレーベル館）
　「新しい教育課程におけるアクティブな学びと教師力・学校力」（図書文化）
　「心理学」（共著、有斐閣） その他
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【専門】　発達心理学、教育心理学、
           保育・幼児教育、小学校教育
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（白梅学園大学大学院 特任教授）（白梅学園大学大学院 特任教授）
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← 空港

← 国場

嘉手納 →

普天間 →

渡口 →

参 加 申 込 書

※参加申込書にご記入いただいた個人情報は本事業のみに使用します。
※事業中に撮影した写真やアンケートの感想等を独立行政法人国立青少年教育振興機構等の事業に関する報告書や広報等に使用し、ホームページに掲載することがありますので、ご了承ください。

（１）モノレールをご利用の場合（※バスに乗換）
　　 【経路】那覇空港 → モノレール 儀保駅 → 路線バス 97 → キリスト教短大入口 （下車後、徒歩で約5分）　　　　　　　　　　　　　 　　　首里駅 → 路線バス 94 　

＜大学のホームページをご覧ください＞
※当日、会場の駐車場には限りがありますので、公共交通機関のご利用、乗り合いでの来場に
　ついてご協力お願いいたします。

（２）タクシーをご利用の場合　●空港からの所要時間：約 30 分～ 40 分 ●料金：約 2,500 円　

プログラム趣　旨

会場のご案内

  8：30　　受　　付
  9：00　　開　　会
  9：10　　話題提供
10：10　　休　　憩（質問紙回収）
10：20　　講演
11：50　　幼児の体験活動の場の紹介
 　（国立沖縄青少年交流の家）
12：05　　閉　　会

下記申込み欄に必要事項をご記入の上、メール・FAXにて申し込んでください。
FAXの場合はお手数ですが送信後に電話にて着信の確認をお願いいたします。（電話 098-987-2306　9：00～17：15）
大学・短大等で複数のお申込みの場合は、とりまとめて代表者名でご記入いただき、名簿とともにお送りください。

受付期間：平成30年12月1日（土）～12月28日（金）定員になり次第締め切ります。
席に余裕がある場合のみ当日も受け付けます。

沖縄キリスト教短期大学 体育館
〒903-0207 沖縄県中頭郡西原町字翁長 777 番地
会場に関する問合せ先 TEL 098-946-1231（代表）

会 場

（３）路線バスをご利用の場合
　　 那覇方面【路線バス：97 琉大線（那覇バス）】  ●所要時間：約 40 分  ●料金：470 円
　　 【経路】那覇バスターミナル → 儀保 → 坂田 → キリスト短大入口

　　浦添方面   【路線バス：56 浦添線（琉球バス） ／97 琉大線（那覇バス）】 ●所要時間：約50分 ●料金：520円
　　 【経路】内間→ 屋富祖入口 → 安波茶 → 西原入口 → （乗換）97 キリスト短大入口

　　 中部方面【路線バス：21新都心具志川線／90知花線（琉球バス）／27 屋慶名線（沖縄バス）／97 琉大線（那覇バス）））】
　　 ●所要時間：約１時間  ●料金：1,150 円
　　 

【経路】 安慶名 →
21 新都心具志川線

→ 中部商業高校前 → （乗換）97 琉大北口（終点／起点） → キリスト教短大入口　　　　　　　　　90 知花線
　　　　　　　　　27 屋慶名線

　子供達の体験活動は、豊かな人間性、自ら学び、考える力な
どの生きる力の基盤、成長の糧としての役割が期待されてい
る。しかし、自然体験、社会体験、生活体験といった「直接体験」
の機会は益々減少する傾向にある。そのため、これまで以上
に幼児期からの体験活動の必要性が重視されている。
　そのような中、今年度から改訂実施された「幼稚園教育要
領」「保育所保育指針」「幼保連携型認定こども園教育・保育
要領」では「健康な心と体」「共同性」「自然との関わり・生
命尊重」等、体験活動の中で効果的に育まれるとされる資質・
能力を「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」として明確
化している。
　本フォーラムでは、本県の幼児教育における体験活動の現
状について話題を提供し、発達や学びの連続性を意識した体
験活動の在り方について考える。また、幼児期から児童期へ
のスムーズな接続を図る機会として、人づくりの “原点” で
ある幼児期からの体験活動の場を充実させる契機とする。

沖縄沖縄in

FAX：098-987-2318 [ 国立沖縄青少年交流の家 ]


